
令 和 3 年 度 事 業 報 告 

 

社会福祉法人誠和会 法人本部 

 

1. 法人内諸会議の開催 

（ア）理事会 

6月 8日（火）、6月 24日（木）、9月 27日（月）（書面）、12月 8日（水）、3月 24日（木）に

開催しました。（庶務概況参照） 

 （イ）監事監査会 

6月 3日（木）に開催し、吉田監事、濱田監事より監査を受けました。（庶務概況参照） 

（ウ）評議員会の開催 

6 月 23 日（水）に定時評議員会、12 月 23 日（木）に臨時評議員会を開催しました。（庶務     

概況参照） 

（エ）評議員選任・解任委員会の開催 

5月 14日（金）に開催しました。（庶務概況参照） 

（オ）苦情解決第三者委員会の開催 

3 月 15 日（火）に定例委員会を行い、各施設・事業（放課後児童クラブを含む）とも重大な    

苦情はなかったことを報告しました。（庶務概況参照） 

 

2．施設間諸会議の開催 

（ア）園長会議 

毎月 1回ずつ 12回、臨時で 1回の合計 13回開催し、各施設の運営についての方向性を議論し、

情報共有を行いました。 

 （イ）企画調整会議 

    毎月 1 回ずつ、合計 12 回開催し、職員研修等の企画立案、採用活動のための情報共有を行い

ました。 

（ウ）主任会議 

  毎月 1回ずつ、合計 12回開催し、保育・教育内容の方向性を議論し、情報共有を行いました。

また、昨年度に引き続き保健衛生分野の実践、広報、啓発等についても取り上げ、「新型コロナ

ウイルス感染症対応マニュアル」の改定も実施しました。 

（エ）運動担当者会議 

   毎月 1 回ずつ、合計 12 回開催し、各種運動・体育関連保育の指導計画の立案、評価、反省を

行いました。また、昨年度に引き続き、法人内保育施設での合同運動教室（例年のサッカー大会

の代替行事）を企画、立案し、実施しました。 



（オ）調理担当者会議 

   毎月 1 回ずつ、合計 12 回開催し、各施設の給食業務全般、食育活動についての方向性を議論

し、情報共有を行いました。 

（カ）事務担当者会議 

   毎月 1 回ずつ、合計 12 回開催し、事務連絡、実務に関する情報共有、理事会、評議員会の    

準備等を行いました。 

（キ）合同職員会 

理事長訓話、永年勤続表彰や新人職員の紹介、今年度の法人の経営方針や各施設・事業の運営

方針の説明等を行いました。なお、今年度については、新型コロナウイルス感染症予防対策と  

して zoomミーティングにて本部と各施設をつなぎ、Web上にて 2日間に分けて実施しました。 

1回目 ： 4月 3日（土）   2回目 ： 4月 10日（土） 

 

3．職員研修の実施 

 （ア）職員の各種技能の向上のための研修 

   以下の研修を企画、実施しました。 

・「造形活動研修会」 ながさわ子ども園 12月 22日（水）、 

こくふ子ども園 12月 15日（水）、あさひ子ども園 10月 20日（水） 

      講師 ： 中木 秀成 先生 … (株)安佐プレイルーム 

     ※ 各施設で年 1 回の実施を計画していましたが、新型コロナウイルス感染症予防対策も 

あり、みなと子ども園、上府保育園での実施は見合わせました。 

    ・「AED救急法講習会」 みなと子ども園 7月 8日（木）、ながさわ子ども園 7月 1日（木）、 

こくふ子ども園 7月 2日（金）、あさひ子ども園 7月 5日（月）、 

上府保育園 7月 6日（火）、ふたば学級 7 月 7日（水） 

      講師 ： (株)ALSOKより派遣 

・「リーダー研修」   zoomミーティングルームにて 5月 29日（土） 39名の職員が参加 

講師 ： 山本 幸美 先生 … (株)プラウド 

・「保育研修」     みなと子ども園にて 8月 7日（土） 30名の職員が参加 

講師 ： 原  広治 先生 … 島根大学大学院教授 

 （イ）行政よりの支援を受けての研修 

    ・「人権研修」 みなと子ども園 3月 8日（火）、ながさわ子ども園 1月 12日（水）、 

あさひ子ども園 3月 4日（金）、上府保育園 3月 18日（金） 

講師 ： 浜田市教育委員会の専任講師 

※ こくふ子ども園の職員については、主に他の施設にて受講しました。ただし、業務都合

で受講できていない職員もいるため、こくふ子ども園では令和 4年度に 2回の実施を予定

しています。 



 （ウ）採用職員への研修 

    ・「新規採用職員入職式・説明会」 本部会議室にて 3月 30日（水） 4名の新卒職員が参加 

※ 令和 4 年度の新卒採用職員を対象に、理事長訓話、採用辞令交付を行った後、法人の  

概要や各種事業の取り組みについて、研修を実施しました。 

 

4．法人の企画立案能力の強化 

 （ア）幼保連携型認定こども園への移行 

    みなと子ども園、あさひ子ども園の幼保連携型認定こども園への移行に向けた準備を行い、  

3 月 31 日付で児童福祉施設（保育所）としての廃止承認と、4 月 1 日からの幼保連携型認定    

こども園としての設置認可を受けました。 

 （イ）放課後児童健全育成事業の水平展開 

    浜田市が運営する「かもめ学級・かぜの子学級放課後児童クラブ」について、令和 4年度から

の事業受託（公設民営化）に向け、公募型プロポーザルに参加しました。結果、10 月 19 日付で

当法人での受託が正式に決定し、以降、運営開始に向けて準備を進めました。 

    ・10月 13日（水） かもめ学級・かぜの子学級放課後児童クラブ運営業務委託に係る 

公募型プロポーザルのプレゼンテーションに参加しました。 

・10月 19日（火） プロポーザル方式選定結果通知書にて、最適であると選定された旨

の通知を受け、事業受託が決定しました。 

・3月～ 施設の環境、運営の様子を見学し、必要事項を確認するため、浜田

市役所にて運営中のかもめ学級、かぜの子学級を定期的に訪問し、

業務の引き継ぎを進めました。 

    ・3月 26日（土） 当法人での事業受託、運営開始に向け、保護者会を開催しました。 

    ・3月 28日（月） 事業受託に伴い採用した職員に対し、業務内容の説明会と施設の 

見学会を実施しました。 

・3月 31日（木） 翌日 4月 1日からの開設に向け、環境整備等を実施しました。 

 （ウ）人材確保の強化 

   ① 職員の採用に向けた広報活動、採用選考を実施しました。また、新人職員へのヒアリング、

令和 2年度に行ったアンケート調査等を基に、各施設にて年代別に抽出した職員に面談を行い、

職員が定着するために何が必要かについて、調査に取り組みました。 

② 島根県社会福祉協議会福祉人材センター主催の「保育学生とのオンライン相談会」、ジョブ

カフェしまねの「しまね企業ガイダンス in 浜田」に参加予定でしたが、島根県西部にて参加

を希望する学生がいなかったため、中止となりました。来年度以降、開催される場合は引き  

続き参加し、情報収集を進めていきます。 

③ 浜田市の「浜田 de しごと体験事業」のしごと体験・インターンシッププログラムの受入先

企業として登録をしていましたが、参加希望者がいなかったため、受け入れはありません  



でした。来年度以降、開催される場合は引き続き参加し、情報収集を進めていきます。 

④ 高校生を対象とした地元企業セミナーに参加し、保育施設の現状や将来の就職に向けた進路

について説明しました。 

    ・6月 19日（土） 「いわみ☆未来発見セミナー」（島根県立武道館） 

                        … 小林室長、深野保育士（あさひ） 

・6月 30日（水） 「浜商のための地元企業セミナー2021」（浜田商業高校） 

  … 小林室長、垰田担当主任、川野保育士（上府） 

⑤ 高校生を対象とした地元企業見学ツアーを受け入れ、保育施設、放課後児童クラブの見学や

働く職員の仕事紹介をしました。 

・12月 7日（火） 浜田高校「地域再発見バスツアー2021」（みなと子ども園・ふたば学級） 

    ・3月 9日（水）・16日（水） 浜田商業高校「地元企業見学ツアー」 

（みなと子ども園・ふたば学級） 

⑥ 令和 3 年度に卒業生の見込まれる保育士養成校を訪問し、求人資料を配布、採用に向けた  

説明を実施しました。 

 ・8 月 20 日（金） 広島文教大学、安田女子大学・安田女子短期大学、広島文化学園大学・    

広島文化学園短期大学部（以上、広島市）     … 森脇事務局長 

 ・11月 5日（金） 島根県立大学短期大学部、島根大学（以上、島根県松江市） 

                       … 小林室長、垰田担当主任、森脇事務局長 

 ・11月 12日（金） 比治山大学・短期大学部、広島修道大学（以上、広島市） 

                       … 小林室長、垰田担当主任、森脇事務局長 

   ⑦ ハローワーク、県社協福祉人材センター、島根県西部県民センター、ジョブカフェしまね、

浜田江津地区雇用推進協議会等が主催する各種就職フェア、セミナーに求人活動として、  

または諸会議に情報収集として参加しました。 

・5月 14日（金） 浜田江津地区雇用推進協議会総会（いわみーる）… 小林室長 

    ・5月 24日（月） 新規学卒者向け情報交換相談会（いわみーる） … 小林室長、垰田主任 

    ・6月 27日（日） しまね企業ガイダンス in 松江（くにびきメッセ）… 森脇事務局長 

    ・7月 13日（火） 経営セミナー（zoomミーティングルーム）   … 小林室長、垰田主任 

    ・7月 15日（木） 仕事のしやすい職場づくり（ポリテクカレッジ島根） 

… 小林室長、垰田主任 

    ・8月 12日（木） 福祉・保育の就職フェアしまね（いわみーる） … 小林室長、垰田主任 

    ・8月 27日（金） 企業トップクラス及び公正採用選考人権啓発推進員研修 

（総合福祉センター） … 垰田主任 

    ・10月 7日（木） 人材確保セミナー（zoomミーティングルーム） … 小林室長、垰田主任 

    ・11月 8日（月） 企業セミナー及び意見交換会、見学会、ミニ体験会（いわみーる） 

                                   … 小林室長、垰田主任 



    ・11月 19日（金） 石見を盛り上げよう！四者フォーラム（浜田合同庁舎） 

… 小林室長、垰田主任 

    ・2月 24日（木） しまね働く女性応援塾 2021 向上セミナー（zoomミーティングルーム） 

                                   … 小林室長、垰田主任 

   ⑧ ハローワーク、県社協福祉人材センターへの求人票を都度更新し、常に最新の状態に維持 

しました。 

⑨ 保育士養成校の保育実習を受け入れました。 

    ・みなと子ども園 … 1名  ・ながさわ子ども園 … 1名  こくふ子ども園 … 1名 

※ あさひ子ども園、上府保育園については、今年度の受け入れはありませんでした。 

   ⑩ 希望者を対象に、zoom ミーティングによるオンライン企業説明やオンライン面接を実施  

しました。 

   ⑪ 令和 4年度新卒採用者を対象に、内定後のフォローとして、zoomミーティングによる研修を

2回実施しました。また、配属先の決定後、職場の雰囲気や仕事内容にイメージが持てるよう、

配属施設の見学会、体験会を実施しました。 

   ⑫ 以下の通り、島根県主催の子育て支援員研修に協力すると共に、子育て支援員の情報収集に

取り組みました。 

    ・8月 27日（金） 「地域保育コース」にて子育て支援員の働く現状、保育施設の現状を講義 

（浜田合同庁舎）    講師として出講 … 森脇理事長、杉本園長 

     ※ 例年、保育施設実習の受け入れを行いますが、新型コロナウイルス感染症予防対策  

として、受け入れを見合わせました。 

（エ）インターネットを活用した業務改善の推進 

   ① 保育管理システムの活用 

昨年度に引き続き、利用していない機能の活用、そのために必要なデータ入力を進めました。 

   ② 社内文書決裁システム「承認 Time」の導入 

     休暇願、人事諸届、稟議書、会議録等、紙面で残っていた社内文書について、システム化に

よる業務改善を進めるため、「承認 Time」（クラウドシステム）を導入し、試運用を開始    

しました。今後、このシステムを本運用、活用することにより、従来のような紙面での出力や

回覧（押印）の手間を省き、社内文書の決裁に係る時間短縮、効率化を図っていきます。 

     ※ 今年度は一部職員による試運用でしたが、来年度より全職員による運用を開始します。 

③ ホームページの活用、内容強化（施設・事業） 

6 つの施設、事業毎に都度ホームページの情報を更新し、保育内容について幅広く情報発信

を行いました。また、10月 1日より週 5日型で運営を開始した「地域子育て支援事業なないろ

クラブ」、令和 4 年 4 月 1 日より運営開始予定の「放課後児童クラブかもめ学級・かぜの子   

学級」のホームページを立ち上げ、より詳細な情報を提供できるようにしました。 

   ④ ホームページの活用、内容強化（法人・本部） 



     職員募集のページを更新し、より求人情報にアクセスしやすい環境を整えました。また、  

引き続き必要とされる情報の公開に努めました。 

⑤ 保護者への確実な連絡体制の構築 

メール送信システム「J モバイル」（みなと、こくふ、あさひ）や、保育支援システム     

「キッズリー」の連絡帳機能（ながさわ、上府、ふたば）を活用し、引き続き保護者への重要な

連絡を確実に伝えることができるよう取り組みました。特に、施設関係者から新型コロナ   

ウイルス感染症の陽性者が出たケースでは、これら連絡体制によって確実に情報を伝え、検査や

健康観察に協力をいただくことで、感染拡大防止、事態の早期収拾を図ることができました。 

※ 現状では、「J モバイル」と「キッズリー（連絡帳機能）」を施設・事業で振り分けて    

使用していますが、それらシステムの進化（機能付加、使い勝手の向上）も見ながら、   

将来的にどちらかのシステムに統一することもあり得ます。 

 （オ）職員の福利厚生の向上 

   ① 近年増えているパートタイム職員への福利厚生の向上として、6 月 1 日以降、(一財)島根県

西部勤労者共済会「ジョイメイトいわみ」に、掛金（1 名当たり月額 1,000 円）は全額法人    

負担として全てのパートタイム職員を加入させました。なお、常勤職員については、従来   

県社協の運営する「島根県民間社会福祉事業従事者互助会」に加入しているため、今回は   

対象外としました。 

  ② 新型コロナウイルス感染症予防対策として、昨年度に引き続き職員の研修旅行や法人内部 

のレクリエーションの企画開催、外部団体が主催するレクリエーションへの参加等は見合わせ

ました。 

 

5．法人の事務管理能力の強化 

 （ア）事務体制の強化 

① 昨年度に引き続き、施設毎に担当の事務職員を配置し、会計業務、事務処理に当たりました。

なお、年度途中から産休、育休を取得する職員が 1 名、退職する職員が 1 名（7 月 31 日付）    

いたため、2 名の職員を新たに中途採用（7 月 1 日付、9 月 1 日付）し、業務に支障が出ない    

ように事務体制を再構築（人事異動、担当業務を変更）しました。 

② 事業（サービス区分）の増加により、事務職員の会計システム（クラウドシステム）への   

ログイン時間が増え、利用上限（3ライセンス）による待ち時間が多発するようになったため、

5月 12日以降、1 ライセンスを追加導入し、会計業務が滞らないようにしました。 

③ 内部監査について監査担当者を指名し、以下の通り監査を実施しました。 

・6月 11日（金）   … 令和 2年度後期分 

・11月 11日（木）  … 令和 3年度前期分 

・令和 4年 6月 10日（金） … 令和 3年度後期分 

 （イ）人事管理 



    みかさ総合法律事務所（福岡市）の井上健二弁護士と連絡を密にし、職員の労務管理について

適宜相談し、指導、助言をいただきました。なお、例年実施している弁護士事務所への直接訪問、

面談は、新型コロナウイルス感染症予防対策として、昨年度に引き続き、今年度も実施しません

でした。 

 （ウ）会計管理 

桑原令税理士事務所より保田秀則氏、補佐として山口祐弥氏をお招きし、4 月より毎月 1 回、

各施設の会計業務担当者立ち合いの下、外部監査を受け、会計に関する指導をいただきました。

（庶務概況参照） 

 （エ）資産管理 

本部及び各施設の施設整備、物品購入に附随して発生する固定資産管理を、定期的に実施  

しました。（各施設事業報告、本報告第 6項参照） 

 （オ）財務基盤の強化 

    特に、認定こども園幼児園部の積極的な園児受け入れによる収益力強化により、法人全体と 

して支払資金残高（緊急支払い能力）を約 26,000,000 円、積立資産を 28,000,000 円積み増す  

ことができました。（計算書類参照） 

 （カ）リスクマネージメント 

みかさ総合法律事務所（福岡市）の井上健二弁護士と連絡を密にし、クレーム対策、保護者  

対応等について適宜相談し、指導を受けました。なお、例年実施している弁護士事務所への直接

訪問、面談は、新型コロナウイルス感染症予防対策として、昨年度に引き続き、今年度も実施し

ませんでした。 

 （キ）広報活動及び情報公開、情報収集活動 

① 浜田市の運営する U・I ターン者向け企業紹介サイト「働こう＠浜田」に、企業情報を掲載     

しました。（法人分、昨年度より継続） 

   ② 石見交通(株)の路線バスの車体後部（主に後続車から見える位置）に、バス路線沿線にある

施設の広告ステッカーを掲載しました。（みなと・ながさわ・こくふ・上府分、昨年度より   

継続） 

   ③ 地元のサッカーチーム「ベルガロッソ浜田」に協賛し、施設の名前を入れた応援のぼりを  

試合のときに掲出してもらいました。（みなと・ながさわ・こくふ分、昨年度より継続） 

④ (株)ダスコンが管理する浜田市役所本庁舎（1 階子ども・子育て支援課側入口）の玄関   

マットに、当法人の施設の名前と電話番号を入れたデザインを掲出しました。（全施設分、  

昨年度より継続） 

⑤ 石見ケーブルビジョン(株)が企画した「iwami person」（地元で働く人を紹介するコーナー）  

にて男性職員が取材を受け、同社の番組「スタジオ 103情報ひろば」にて放映されました。 

  7月 28日（水） 船岩保育士（ながさわ） 

⑥ ジョブカフェしまね、(株)山陰中央新報社が企画した「♯先輩のホンネ公開中」にて、新人



職員が取材を受け、山陰中央新報に掲載されました。（昨年度より継続） 

  4月 25日（日） 大橋保育士（あさひ）、 8月 29日（日） 髙田保育士（上府）、 

  2月 20日（日） 森 保育士（ながさわ） 

⑦ (株)ONE TERASU が発行する地元企業の紹介冊子「MACHI TERASU」（島根県、鳥取県の高校生

にキャリア教育教材として配布される）の取材を受け、同冊子に当法人の法人概要や求人情報

が掲載されました（同時に Web版にも掲載）。 

⑧ (株)ゼンリンが製作し、浜田市内の幼稚園、小・中学校に配布される「キッズセーフティー   

マップ（浜田市版）」に、当法人が放課後児童クラブふたば学級、かもめ学級、かぜの子学級

を運営している（運営予定である）ことがわかるように広告を掲載しました。 

   ⑨ 10 月 1 日より月曜日から金曜日までの毎日開設（週 5 日型）に移行した「地域子育て支援  

事業なないろクラブ」について、ホームページの立ち上げを行いました。また、令和 4年 4月

1 日より運営開始予定の「放課後児童クラブかもめ学級・かぜの子学級」についてもホーム  

ページを立ち上げ、日常生活や行事の様子を掲載できるようにしました。 

   ⑩ 法人（本部）のホームページにて、職員募集のページを更新し、求人動画や「note」による

企画調整室の求人への取り組み（ブログ）を掲載しました。また、昨年度より参画する特定  

地域づくり事業協同組合「Biz. Coop. はまだ」のホームページや、上記「働こう＠はまだ」、

「MACHI TERASU」にもリンクを用意し、より求人情報にアクセスしやすい環境を整えました。 

⑪ 法人（本部）のホームページにて、毎年度の現況報告書、計算書類等、必要とされる情報   

公開を実施しました。 

  ※ WAM ネットの「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム」にある、当法人の情報  

開示のページにリンクできるようにしている他、必要な情報を都度更新しています。 

⑫ 社内報を発行し、採用した職員の情報や新規事業の情報、企画調整室の取り組み等について、

職員に周知しました。（昨年度より継続） 

  Vol.7 … 5月 21 日（金）発行   Vol.8 … 7月 29日（木）発行 

 Vol.9 … 10月 1日（金）発行   Vol.10 … 12月 17日（金）発行 

 Vol.11 … 3月 25日（金）発行 

   ⑬ 各種の研修会に参加し、法人運営に関する情報収集を行いました。 

    ・12 月 2 日（木） しまね働く女性きらめき応援会議、島根県主催 「男性育休取得促進に   

よる経営戦略セミナー」（いわみーる） … 小林室長、森脇事務局長 

    ・12月 10日（金） 県社協主催「社会福祉法人監事研修会」（いわみーる） 

… 吉田監事、濱田監事 

 

6．新規事業・施設整備 

 （ア）あさひ子ども園における地域子育て支援拠点事業の拡充 

地域子育て支援拠点事業「なないろクラブ」について、開設当初より火・水・金曜日の開設  



（週 3 日型）で運営してきましたが、利用実績が好調であること、また、新型コロナウイルス   

感染症予防対策として利用を分散させたい意図もあり、10 月 1 日より月曜日から金曜日までの 

毎日開設（週 5日型）（祝日は従来通り休業）として運営を開始しました。 

 （イ）みなと子ども園の園舎解体 

昨年度購入した隣接する土地（浜田市港町 254-5、1,458 ㎡、雑種地）について、その土地の

上に建つ、同じく購入した旧・遊戯室（5 号棟）を解体し、また、旧・特別保育室（6 号棟）に

ついては減築の上、用途を倉庫に変更しました。次年度以降、この土地の整備を行い、将来的な

園舎の増築（既存園舎の更新）、園庭整備に備えます。 

（ウ）上府保育園の認可定員変更 

令和元年度、2年度の 2年間の園児数が認可定員の 80名を超過していたため、受け入れの実態

に合わせるべく、認可定員の増員を行いました。 

    上府保育園    ：     認可定員  80名 → 90名 （4 月 1日付） 

（エ）ながさわ子ども園の利用定員変更 

    令和元年度、2 年度の 2 年間、保育園部の園児数が 110 名を超えることがなかったため、    

受け入れの実態に合わせるべく、利用定員の減員を行いました。 

    ながさわ子ども園 ： 保育園部利用定員 115名 → 110名 （4 月 1日付） 

（オ）あさひ子ども園の利用定員変更 

    令和元年度、2 年度の 2 年間、保育園部の園児数が 80 名を超えることがなかったため、    

受け入れの実態に合わせるべく、利用定員の減員を行いました。 

    あさひ子ども園  ： 保育園部利用定員  90名 →  80名 （4 月 1日付） 

 

以上 



令 和 3 年 度   事 業 報 告 書 

 

社会福祉法人誠和会 認定こども園みなと子ども園 

 

1．各種行事等の実施 

イ．各種式典 

・入園式、卒園式、終了式、表彰式など（卒園式は新型コロナウイルス感染症による休園の   

ため、開催日を延期し、令和 4年 4月 2日に規模を縮小して挙行した。） 

 

ロ．生活発表行事及び季節行事 

・運動会、生活発表会、参観日、誕生会、花見会、七夕会、月見会、七五三、芋ほり遠足、     

焼き芋会、総合避難訓練、クリスマス会、餅つき、節分会、雛祭り会などの行事を実施した。 

・親子遠足、汽車遠足、野外体験は新型コロナウイルス感染症予防対策のため、中止した。 

 

ハ．特徴ある保育及び地域文化伝承事業 

・音楽教育、水泳指導、運動教室、茶道教室などの保育 

・造形・絵画指導、積木創造共育などの保育 

・歯の健康教室、育児講習会など保護者への啓発活動 

・地域交流会（地域の方々と季節の行事を楽しむ）は新型コロナウイルス感染症予防対策の  

ため、中止した。 

 ・浜田藩大名行列奴隊所作の伝承 

・「浜っ子春まつり」のパレード収録（4 月 29 日（木・祝）放映）は、新型コロナウイルス     

感染症予防対策もあり参加は見合わせ、演技披露の様子は 3月に YouTube配信を行った。                      

 

ニ．ふれあい行事 

・絵本の読み聞かせ（浜田こども達の未来を考える会） 

…6月 1日（火）、8月 5日（木）、10月 7日（木）に実施 

・市役所に幼児製作こいのぼりを出展 

・浜田市内の商業施設の各季節行事に作品を出展（母の日・父の日） 

・(福)浜田福祉会美川リハデイ周布店に季節の製作を展示（年 4回） 

・島根県サッカー協会、ベルガロッソ浜田の選手とのサッカー交流会 

…4月 14日（水）、5月 12日（水）、6月 16日（水）、7月 14日（水）、10月 13日（水）、 

11月 10日（水）、12月 8日（木）、3月 9日（水）に実施 

・島根県サッカー協会、ベルガロッソ浜田のホームゲーム、ハーフタイムに出演 

・浜田市「BUY浜田運動」テーマソングの動画撮影に参加 

・西川病院運動会・敬老会 

・食育フェスタ作品出展       新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止 

・港町婦人会との交流会 

 



ホ．積極的な社会見学の実施 

・交通安全週間に「交通安全教室」「1日警察署長」を実施した。 

・世界子ども美術館見学学習（ワークショップ）は、園に訪問してもらい、実施した。 

・浜田駅見学体験活動を実施し、浜田駅開業 100周年記念式典に参加した。 

・島根県立少年自然の家、梨農園収穫体験活動、大型ショッピングモールへの買い物体験活動

は、新型コロナウイルス感染症予防対策として中止した。 

 

ヘ．食育思想の普及 

・園の畑で夏野菜を育て、また、郊外の農園にて芋掘り遠足を行った。 

・お米作り体験（苗植えから収穫脱穀）、おにぎり作り、藁でのしめ縄作りを体験した。（SDGs） 

・梨農園の見学食体験は、梨の不作により中止した。 

・苺農園収穫体験活動は苺を農園から購入し、園で苺狩りの雰囲気を楽しむ食体験を行った。 

・おやつ作り、焼き芋会などを園児と職員で行った。 

  ・味覚協会の「味覚の授業」や「魚の解体」作業の実演を見せてもらう味覚の学習は、新型   

コロナウイルス感染症予防対策のため、中止した。 

 

ト．乳児保育、障がい児保育事業の積極的推進 

  ・乳児保育の積極的な受け入れを行い、最大時には 19名を受け入れた。 

  ・障がい児の入所（希望）はなかった。 

 

チ．延長保育事業、一時保育事業の実施 

・午後 6時 00分より 7時 15分までの 1時間型延長保育を実施し、延べ 1,859名の利用を得た。 

・定期的な週数回の保育、緊急時の短期間保育、保護者のリフレッシュのための一時保育など

を行い、一時保育として延べ 51名の利用があった。 

 

リ．学童保育事業の実施 

・卒園児の児童に対し小学校入学式までの就学前保育を実施し、9名の児童の利用を得た。 

・交流活動として、卒園児（1 年生）を迎える会は、新型コロナウイルス感染症予防対策と   

して、「職員との交流会」として実施した。 

 

ヌ．子育て支援事業の実施 

  ・毎月 1 回の設定で、地域に向かって子育て支援事業「あそびましょうの会」を展開した。   

多くの親子の参加を得て、誕生会、季節行事のほか、室内遊び、外遊び、遊具遊びなどの   

指導、食事指導、育児相談を実施した。 

 

ル．他法人及び法人園児交流会の実施   

  ・法人内他施設（ながさわ）の年長児と、陸上競技場にて合同運動教室を実施した。 

 

ヲ．各種学校などとの交流 

・浜田准看護学校の学生の保育所実習の場を提供し、園児との交流を実施した。 



・中学生（第二中学校）の体験学習の受け入れを行い、園児との交流を実施した。 

・東中学校の学校公開日パネルディスカッションに職員を派遣した。 

・原井小学校放課後児童クラブとの交流会にて、音楽鑑賞会（Biz.coop.はまだ）を実施した。 

 ・島根県による、子育て支援員認定資格研修の見学実習の受け入れを行った。 

・保育士養成校（短大、専門学校、等）の保育実習、ボランティア実習の受け入れを行った。 

・浜田高校及び浜田商業高校の地元企業見学会の受け入れを実施した。 

 

ワ．苦情処理解決 

 申出件数   0件 

 解決件数   0件 

 全保護者への公表件数 0件 

 

2．施設の整備（設備・備品） 

イ．旧遊戯室解体工事及び園舎修繕の実施（令和元年度より継続） 

ロ. 非接触型体温計設置 

ハ．事務室パソコン購入 

ニ．スチームコンベクションオーブン更新 

ホ．パイプ椅子購入 

へ．紫外線式歯ブラシ保管庫購入 

ト．調乳室エアコン増設 

チ．保育室 LED照明器具設備工事実施 

                                     以上 



 

令 和 3 年 度   事 業 報 告 書 

 

社会福祉法人誠和会 放課後児童クラブふたば学級 

 

1．日常保育や特徴ある保育内容 

（ア）日常保育 

   平日保育：1・2・3 年生の利用児童の集団下校は支援員が迎えに行く体制で、5・6 年生は   

自主下校の体制で実施した。4 年生については、5 月末までは小学校にて人数  

確認を行い、その後自主下校による登所を促した。 

1 日保育：土曜日、長期休み期間については、7 時 30 分から 18 時 00 分の開設とし、18 時

00分から 18時 30分の 30分間は、延長保育として運営した。 

 

（イ）障がい児保育 

   障がい児認定されている児童 1名を受け入れ、児童の「困り感」などについて丁寧に見守り、

児童に負担の少ない環境設営を心掛けた。 

 

（ウ）安全保育 

避難訓練 … 10月 18日（月） 地震を想定し、緊急地震速報のアラームを使用して実施 

1月 7日（木）  火災を想定し、屋外避難の訓練を実施 

 

（エ）衛生管理・健康管理 

   アレルギー除去の必要な児童 2名について、おやつを提供する前の確認を保護者とも丁寧に

行い、学童保育での生活が健康に過ごせるようにした。 

   また、新型コロナウイルス感染症対応マニュアルについて職員間で確認し、施設内では  

マスク着用、手指消毒など感染症対策に注意を払った。 

 

※ 2 月 1 日から 2 月 20 日まで、まん延防止重点措置期間のため、浜田市役所の指導の下、   

原井小学校の教室を借りて、時間短縮、密を避けた体制にて学童保育を実施した。 

 

（オ）季節行事 

 開所式   … 4月 1日（木） 

 サマーフェスティバル … 7月 29日（木） 

 出前講座（感染症対策） … 7月 30日（金） 

 夏祭り   … 8月 24日（火） 

 ミニ運動会  … 9月 24日（金） 

 クリスマス会  … 12月 24日（金） 

 誕生日会   … 毎月 1回 実施 

 

 



 

（カ）苦情処理件数 

申出件数  0件 

解決件数  0件 

全保護者への公表件数 0件 

 

2．施設の整備（設備・備品） 

（ア）キッチンのドアロック引き違い錠取り換え 

（イ）網戸設置、張り替え 

（ウ）転倒防止工事（ピアノ、ロッカー、等） 

（エ）保育システム（シフト管理）導入 

 

以上 



令 和 3 年 度   事 業 報 告 書 

 

社会福祉法人誠和会 認定こども園ながさわ子ども園 

 

1．各種行事等の実施 

イ．各種式典 

・入園説明会、卒園式、終了式など 

 

ロ．生活発表行事、季節行事 

・運動会、生活発表会、参観日、子どもの日の集い、誕生会、お花見園外保育、七夕会、      

お月見会、遠足、芋掘り遠足、クリスマス会、餅つき、鏡開き、節分会、雛祭り会、お茶会

等 

 

ハ．特徴ある保育及び地域文化伝承事業 

  ・音楽教育、水泳指導、運動指導、茶道教室、英語教室、和久洋三遊びの創造共育「造形・    

絵画・積木」指導などの保育 

・お魚教室他、食育活動の実施 

 

ニ．ふれあい行事 

・長沢町長寿会との定期的交流事業の実施（新型コロナウイルス感染症予防対策のため、中止） 

・JAしまね「いわみ中央グリーンフェスタ」（イベント中止） 

・市役所に幼児製作こいのぼりを出品 

  ・1年生（卒園児）との交流会（動画にて行う） 

・地域の施設に園児の絵画作品を出展 

 

ホ．積極的な社会見学の実施 

  ・世界子ども美術館見学学習（見学・作品出品） 

・はまだお魚市場見学 

・買い物体験 

 

ヘ．食育思想の普及 

・おやつづくり行事等を通じて、食材の大切さ、つくる過程の大変さを感じる体験を得た。 

  ・芋ほり行事などを通じて各種食材に触れ、食育に対する啓発活動を行った。 

・はまだお魚市場を見学し、浜田で獲れるお魚を知る活動を行った。 

・きんた農園ベリーネの苺ができるまでを知り、地域の「食」への取り組みを学習した。 

・味覚協会の「味覚の授業」や「魚の解体」作業の実演を見せてもらい、味覚の学習の他、    

魚のからだのつくりを知り、命を感謝していただくことなどの学習を行った。 

・プランター菜園で野菜を育て収穫し、味わう体験を得た。 

 



ト．乳児保育、障がい児保育事業の積極的推進 

  ・乳児保育の積極的受け入れを行い、最大時には 10名を受け入れた。 

  ・障がい児 2名を受け入れ、児童の保育指導に当たった。 

 

チ．延長保育事業、一時保育事業の実施 

  ・午後 6時 00分より 7時 00分までの 1 時間型延長保育を実施し、延べ 152名の利用を得た。 

・定期的な週数回の保育、緊急時の短時間保育、保護者のリフレッシュのための一時的保育  

などを行い、一時保育として延べ 20名の利用があった。 

 

リ．学童保育事業の実施 

・卒園児の児童に対し小学校入学式までの就学前保育を実施し、2名の利用があった。 

 

ヌ．子育て支援事業の実施 

・4 月より 3 月までの毎月 1 回の設定で、地域に向かって子育て支援事業「あそびましょう   

の会」を展開し、親子の参加を得て、誕生会、季節行事のほか、室内遊び、外遊び、遊具    

遊び、給食試食会などの指導、育児相談を実施した。（1 月、2 月は、新型コロナウイルス   

感染症予防対策として中止した。） 

・後期参観日は年長児のみ実施し、他クラスは参観日の代わりに園の様子を動画で配信し、  

クラスだよりにて情報提供することで、子育て支援を実施した。 

・給食だより、保健だよりを発行し、家庭保育の支援を行った。 

 

ル．他法人及び法人園児交流会の実施 

・法人内他施設（みなと）の年長児と、合同運動教室を実施した。 

 

ヲ．各種学校等との交流 

・例年通り浜田准看護学校の実習、中学生の体験学習の受け入れを予定していたが、新型   

コロナウイルス感染症予防対策のため、中止となった。 

・広島医療秘書専門学校の学生の保育実習を受け入れ、育成に努めた。 

 

ワ．苦情処理解決 

 申出件数   0件 

 解決件数   0件 

 全保護者への公表件数 0件 

 

2．施設の整備（設備・備品） 

イ．新型コロナウイルス感染症予防対策としての玩具殺菌庫、非接触型検温機購入 

ロ．事務室前テラス増設工事 

 ハ．遊戯室系統空調設備工事 

 ニ．保育室ノートパソコン購入 

 ホ．事務室・応接室パソコン購入 

以上 



令 和 3 年 度   事 業 報 告 書 

 

社会福祉法人誠和会 認定こども園こくふ子ども園 

 

1．各種行事等の実施 

イ．各種式典 

・入園式、卒園式、終了式、表彰式など（新型コロナウイルス感染症予防対策のため、規模を縮小、    

内容を一部変更しての実施となる） 

 

ロ．生活発表行事、参観日行事 

・運動会、生活発表会、参観日、子どもの日の集い、誕生会、七夕会、お月見会、総合避難訓練、      

七五三宮参り、芋掘り、クリスマス会、鏡開き、節分会、雛祭り会 

（新型コロナウイルス感染症対策のため、中止、または内容を変更して実施したものもある。） 

 

ハ．特徴ある保育及び地域文化伝承事業 

・音楽指導、水泳指導、運動指導、茶道教室、和久洋三遊びの創造共育「造形・絵画・積木」指導など

の保育 

・給食参観日、文化講演会などの保護者への啓発活動（新型コロナウイルス感染症対策の為中止） 

・石見神楽の伝承事業（上府神楽社中）を行い、地域の祭りやイベントが中止となったため、生活発表

会で発表 

・2月に尾上窯の螺山勝實氏を招いて、5歳児が「楽焼の会」を実施 

 

ニ．ふれあい行事 

・すべての地域行事、イベントが新型コロナ対策の為中止となる 

 

ホ．積極的な社会見学の実施 

・水族館アクアス見学（中止）、世界こども美術館見学学習（中止）、浜田消防署見学体験（実施）、    

島根県立少年自然の家での野外体験（実施）、汽車遠足（中止）、等 

 

ヘ．食育思想の普及 

・園の畑でサツマイモをはじめ種々の作物を栽培し、農産物に対する興味を引き出した。 

・「サンシャインランチ」「おやつづくり」を実施した。様々な食材を通し、食育に対する啓発を行った。 

・苺狩りに出かけ、実際に摘み取り食体験を行った。 

・味覚協会の「味覚の授業」や「魚の解体」作業の実演を見せてもらう味覚の学習は、新型コロナ    

ウイルス感染症予防対策のため、中止とした。 

 

ト．乳児保育、障がい児保育事業の積極的推進 

・乳児保育の積極的受入を行い、最大時には10名を受け入れた。 

・障がい児3名を受け入れ、保育指導にあたった。 



 

チ．延長保育事業、一時保育事業の実施 

・午後6時00分より7時00分までの1時間型延長保育を実施し、延べ1,249名の児童の利用を得た。 

・定期的な週数回の保育、緊急時の短時間保育、保護者のリフレッシュのための一時的保育などを   

行い、一時保育として延べ1名の利用があった。 

 

リ．学童保育事業の実施 

  ・自主的事業として、卒園児の児童に対し小学校入学式までの就学前保育を実施し、4名、延べ 23日

の利用があった。 

 

ヌ．子育て支援事業の実施 

・毎月1回の設定で、地域に向かって子育て支援事業「あそびましょうの会」を展開し、親子の参加を

得て、誕生会、季節行事のほか、室内遊び、外遊びなどの指導、育児相談を実施した。 

・子育て支援事業「ふれあい広場」の受け入れは、新型コロナウイルス感染症予防対策のため、中止と

なった。 

 

ル．他法人及び法人園児交流会の実施 

・法人内他施設（あさひ、上府）の年長児と、合同運動教室を実施した。 

・法人内他施設（みなと、ながさわ、あさひ、上府）の年長児との相互訪問による交流事業は、新型    

コロナウイルス感染症予防対策として、中止した。 

 

ヲ．各種学校等との交流 

・島根県立浜田養護学校（高等部）の交流学習の受け入れを行い、園児との交流を実施した。 

 

ワ．苦情処理解決 

申出件数   0件 

解決件数   0件 

全保護者への公表件数 0件 

 

2．施設の整備（設備・備品） 

イ． 厨房空調機更新工事 

ロ.  歯ブラシ殺菌保管庫購入 

ハ.  おもちゃ殺菌保管庫購入 

二. 非接触型検温センサータブレット購入 

ホ. 駐車場防犯カメラ機器購入及び設置工事 

ヘ. 事務室（共有）パソコン購入 

ト. 遊具（フェイス・滑り台）修繕 

チ. 照明（ＬＥＤ化）工事 

リ. 駐車場カーポート撤去、補修 

                                  

以上 



 

令 和 3 年 度   事 業 報 告 書 

 

社会福祉法人誠和会 放課後児童クラブかもめ学級・かぜの子学級 

 

1．令和 4年度の開設に向けての経過 

・9月 1日 令和 4年度委託予定の児童クラブの施設見学会参加 

・10月 8日 開設に当たっての企画提案書提出 

・10月 13日 かもめ・かぜの子学級放課後児童クラブ運営業務委託に係る公募型プロポーザル 

に出席 

・10月 19日 当法人での事業受託が正式に決定 

 

  ＜以降、職員の求人募集、面談を実施していく＞ 

 

・11月 16日 かもめ・かぜの子学級の職員（浜田市役所が雇用）に対し、当法人での雇用に 

  ついての説明会を実施 

 ・1月 25日 かもめ学級、かぜの子学級と、ふたば学級の主任支援員（令和 4年度予定者） 

にて、開設、運営に当たっての打ち合わせを実施 

・2月 28日 浜田市立国府小学校を表敬訪問（理事長、小林施設長、森脇事務局長） 

・3月 2日 かもめ学級、かぜの子学級の常勤スタッフ（令和 4年度予定者）にて打ち合わせ 

 を実施 

 

 ＜3月中に、浜田市役所が直営で運営中のかもめ学級、かぜの子学級に訪問し、 

業務の引き継ぎを実施＞ 

 

 ・3月 26日 令和 3年度利用中の児童の保護者を対象とした保護者会を実施 

 （当法人での事業受託、運営に当たっての方針等を説明） 

・3月 28日 かもめ学級、かぜの子学級の 4月 1日付入職者（放課後児童支援員・学童指導員） 

  との顔合わせ会及び打ち合わせを実施 

・3月 31日 開設前日の準備を実施 

 

以上 



令 和 3 年 度   事 業 報 告 書 

 

社会福祉法人誠和会 認定こども園あさひ子ども園 

 

1．各種行事等の実施 

イ．各種式典 

・入園・進級お祝い会、卒園式、終了式、表彰式など 

 

ロ．生活発表行事及び季節行事 

・運動会、生活発表会、誕生会、保育参観（6 月 5 日（土））、花見会、七夕会、野外体験、      

夕涼み会、お月見会、総合避難訓練、クリスマス会、餅つき、節分会、雛祭り会などの行事 

 

ハ．特徴ある保育及び地域文化伝承事業 

・音楽教育、水泳指導、運動教室、造形・絵画指導などの保育 

・新型コロナウイルス感染症対策についての保護者への啓発活動 

 

ニ．ふれあい行事 

  ・社会福祉協議会旭支部へ園児の手作りカードを贈る  8月 27日（金） 

  ・島根あさひ社会復帰促進センター秋季運動会に、年長組絵画での応援メッセージを送る 

8月 30日（月） 

  ・「あさひデイサービス」敬老会に園児の手作りカードを贈る 9月 6日（月） 

  ・「あさひ園」に園児の手作りカードを贈る   12月 20日（月） 

 

ホ．積極的な社会見学の実施 

  ・世界子ども美術館見学（キットによる学習に変更となった。） 

・苺農園見学 

 

ヘ．食育思想の普及 

・園の畑でサツマイモをはじめ種々の作物を栽培し、農産物に興味を持てるよう取り組んだ。 

・「にこにこランチ」行事や、おやつづくり、もちつき会など園児単独で実践し、様々な食材

を通し食育に対する啓発を行った。 

・苺農園の見学に出かけ、実際に摘み取り食体験を行った。 

  ・味覚協会の「味覚の授業」や「魚の解体」作業の実演を見せてもらい、味覚の学習を行った。 

 

ト．乳児保育、障がい児保育事業の積極的推進 

  ・乳児保育の積極的受け入れを行ない、最大時には 11名の乳児を受け入れた。 

  ・職員の研修を随時実施した。 

 

チ．延長保育事業、一時保育事業の実施 



・午後 6時 15分より 7時 15分の 1時間型延長保育を実施し、延べ 89名の児童の利用を得た。 

・定期的な週数回の保育、緊急時の短期間保育、保護者のリフレッシュのための一時保育など

を行った。一時保育として、延べ 14名の利用があった。 

 

リ．学童保育事業の実施 

・卒園児に対し、小学校入学式までの就学前保育を実施しているが、今年度の利用はなかった。 

 

ヌ．他法人及び法人園児交流会の実施 

・法人内他施設（こくふ、上府）の年長児と、合同運動教室を実施した。 

 

ル．各種学校などとの交流 

・旭中学校の体験学習の受け入れを行い、園児との交流を実施した。 

 

ヲ．地域子育て拠点支援事業（あさひなないろクラブ）の実施 

  ・家庭や地域における子育て機能の低下や、子育て中の親の孤独感や負担感の増大等に対応  

するため、地域の子育て中の親子の交流促進や、育児相談等を行うために地域子育て支援  

拠点事業を浜田市より受託、事業を行った。 

・令和 3年 4月から 9月までは、火・水・金曜日の 9：00～12：00、13：00～15：00の設定で

開設した。利用者の要望を基に、10月より、月曜日から金曜日の 9：00～12：00、13：00～

15：00の設定で開設した。 

・旭支所の保健師、栄養士による身体測定、育児相談、誕生会、季節、行事、室内遊び、     

外遊びなどを行い、延べ 1,471組の参加を得た。 

 

ワ．苦情処理解決 

 申し出件数  0件 

 解決件数   0件 

 全保護者への公表件数 0件 

 

2．施設の整備（設備・備品） 

イ．玄関・多目的スペース・事務室の照明 LED化工事 

ロ．厨房電解水貯水タンク取り替え 

 ハ．フジマ害虫駆除による害虫駆除 

 ニ．厨房ガス給湯器取り替え工事 

 ホ．歯ブラシ殺菌乾燥保管庫購入 

 へ．非接触型センサータブレット購入 

 ト．消毒用スタンド購入 

 チ．パーテーションパネルスタンド購入 

 リ．ノートパソコンの購入 

 ヌ．給食室衣類乾燥機購入 

 ル．保育室テーブル購入 

以上 



令 和 3 年 度   事 業 報 告 書 

 

社会福祉法人誠和会 上府保育園 

 

1．各種行事等の実施 

イ．各種式典 

・入園式・進級式、卒園式、終了式、表彰式など 

 

ロ．生活発表行事、参観日行事 

  ・運動会、生活発表会、参観日（6 月のみ実施）、子どもの日の集い、誕生日会、家族遠足    

（中止）、七夕会、お月見会、野外体験、総合避難訓練、七五三宮参り、芋掘り、 

クリスマス会、鏡開き、節分会、ひな祭り会、餅つきなどの行事、等 

 

ハ．特徴ある保育及び地域文化伝承事業 

・音楽教育、水泳指導、運動教室指導、茶道教室指導、和久洋三遊びの創造共育「造形・絵画・

積木」指導（新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止）などの保育 

・歯の健康教室、給食参観日、文化講演会などの保護者への啓発活動 

 

ニ．ふれあい行事 

・上府地区敬老会 

・「やまももの家」慰問 

・「老人ホーム有福」慰問      例年行っている地域との交流、老人施設の慰問等は 

・上府地区の方との交流会      新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止した。 

・上府長寿会との交流会 

・食育フェスタ作品出展 

 

ホ．積極的な社会見学の実施 

・水族館アクアス見学（新型コロナウイルス感染症予防対策のため、見学を中止した。） 

・世界こども美術館見学学習（ワークショップの材料を送っていただき、活動した。） 

・苺農園見学 

 

ヘ．食育思想の普及 

・園の畑でさつま芋をはじめ種々の作物を栽培し、農産物に対する興味を引き出した。 

・上府地区の方と一緒にトウモロコシや枝豆の種まき、さつま芋の苗植えを行い、食育を   

通して地域交流を図った。 

・「らんらんランチ」、行事や「おやつづくり」を園児単独で実施、様々な食材を通し食育に   

対する啓発を行った。 

・苺農園の見学に出かけ、実際に摘み取り、食体験を行った。 

・味覚協会の「味覚の授業」や「魚の解体」作業の実演を見せてもらう味覚の学習は、新型   



コロナウイルス感染症予防対策のため日程が合わず、中止した。 

 

ト．乳児保育、障がい児保育事業の積極的推進 

  ・乳児保育の積極的な受け入れを行い、最大時には 15名を受け入れた。 

 

チ．延長保育事業、一時保育事業の実施 

・午後 6 時 15 分より 7 時 15 分までの 1 時間型延長保育を実施し、延べ 93 名の児童の利用を

得た。 

・定期的な週数回の保育、緊急時の短時間保育、保護者のリフレッシュのための一時的保育  

などを行い、一時保育として延べ 3名の利用があった。 

 

リ．学童保育事業の実施 

・自主的事業として、卒園児の児童に対し小学校入学式までの就学前保育の実施を計画したが、

今年度の児童の利用はなかった。 

 

ヌ．子育て支援事業の実施 

・4 月より 3 月までの毎月 1 回の設定で、地域に向かって子育て支援事業「あそびましょう   

の会」を展開し、親子の参加を得て、室内遊び、外遊びなどの指導、育児相談を実施した。 

 

ル．法人内他施設の園児との交流会の実施 

・法人内他施設（こくふ、あさひ）の年長児と、合同運動教室を実施した。 

・法人内他施設（みなと、ながさわ、こくふ、あさひ）の年長児との相互訪問による交流事業

は、新型コロナウイルス感染症予防対策として、中止した。 

 

ヲ．各種学校等との交流 

・保育士養成校（短大、専門学校、等）の保育実習について、今年度の受け入れはなかった。 

・中学生（東中）の職場体験学習（3年生）、ふれあい体験（2年生）の受け入れを行い、園児     

との交流を行った。 

 

ワ．苦情処理解決 

申出件数   0件 

解決件数   0件 

全保護者への公表件数 0件 

 

2．施設の整備（設備・備品） 

イ．おもちゃ殺菌乾燥保管庫の購入 

ロ．歯ブラシ殺菌乾燥保管庫クリアブラシ購入 

 ハ．非接触式検知器サーモマネージャー購入                                        

ニ．抗ウイルスエッグクッションマット購入 

以上 


